
「働くことが喜び」の精神 

校長 山本 智広 

秋晴れの日に照らされ、色鮮やかに美しく輝く地域の樹々を眺めると、改めて「植木の里 安行」の素晴らし

さを実感します。 

さて、先月から始まった３年生の校長面談も学年４クラスのうち３クラスが終わりました。私はいつもこの機

会に必ずする質問があります。それは「将来の夢」についてです。多くの生徒が具体的な職種や、どのように

仕事をしたいか、自分が思い描く理想の働き方について語ってくれます。面談でのやり取りの中で、その職種

を選んだ理由や理想とする生き方について、「人や社会の役に立つことがしたい」と話してくれる生徒が多く

おり、感心しています。 

諸説あるようですが、「働く」の語源は「傍（他者）を助けたり、楽しませたりすること」と聞いたことがありま

す。友達やクラスの仲間・全校生徒のために、学級の当番及び係活動、日々の清掃活動や委員会活動、学校

行事への取組等をはじめ、家族のために家事を手伝うことや、地域のために何か貢献しようとするなど、何気

ない日常の多くの場面で、この「働く」を実践していると私は考えています。そして、こういった様々な人との関

わりの中で「自分の行いや取組が誰かを助けたり、楽しませたりすることにつながり、それが自分の喜びにな

る」といった精神が育まれて行くと私は信じています。 
学区内町会の皆様方には、２年生「総合的な学習の時間：みんなが住みやすい町」の授業にご協力いただ

き、ありがとうございました。生徒にとって、地域共生社会の実現に向けて考える貴重な機会になりました。懇

話会でお話いただいた内容をもとに、地域に対して自分たちなりに何が出来るかを考え、１２月３日の沙羅樹

祭における授業の中で発表する予定です。本来であれば、多くの町会の方々にも公開させていただきたいと

ころですが、コロナ禍の中での実施ということもあり、懇話会に参加いただいた方々とオンライン配信による２

年生保護者のみの公開とさせていただきます。申し訳ございません。また、１１月２日に実施された合唱コンク

ールでは、子どもたちは練習成果を発揮し、素晴らしいハーモニーを披露してくれました。違う声、違う性格を

持つ一人一人が、気持ちを一つにして、声を、歌を合わせることで、そのクラスの唯一無二の美しいハーモニ

ーを生み出すことができました。そうした取組は、「働くことが喜び」の精神にもつながるように感じています。

そして、多くの保護者の皆様にはオンライン配信での視聴を通して、生徒へのエールを送っていただきありが

とうございました。実験的な取組でしたが、大きなトラブルもなく実施することが出来ました。１２月３日の沙羅

樹祭でも、各学年オンラインで授業公開を実施する予定です。 

「夢や目標を実現する力を育てる安行東中学校」を目指し、保護者・地域の皆様とともに教育活動の創造

をこれからもより一層進めて参ります。今後ともご理解、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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安行東中だより 

学区域の６町会の皆様にご来校いただき、町会での取組（防災や福祉等）、困

っていることなどをお話しいただきました。生徒は自分が住んでいる地域の様子

などについて詳しく知ることができ、自分もこの地域で生活する一員であるとい

うことを自覚するとともに、地域に住んでいるみんなのよりよい生活づくりの一

助になりたいという思いを育む機会になりました。 

（生徒の感想より） 

〇町会長さんとお話をして、普段、気にせず過ごしているけれど、その裏には

沢山困っていることがあったり、みんなに安心して過ごしてほしいという思

いがあったり、優しさや苦労がつまっていることがよく分かりました。 

〇高齢化が進んでしまうと地域を支える人がいなくなってしまいます。若い人

が地域のために動くには、まず興味を持つことが必要です。今回の話から改

善策を出し、自分たちの力で住んでいる地域をより良いものにしていきたいです。  

地域共生社会の実現に向けて 

「気付き、考え、行動に移す機会に！」 
◎２年生総合的な学習の時間 「みんなが住みやすい町 」 

はた 


